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◆ご挨拶 
 3月に行われました上田市議会議員選挙
は初めての挑戦となりましたが、皆様より
2,995票の負託をいただき、4月9日より市議
会議員としてスタートすることができました。 
 有権者の皆さまから負託された責任の重
みを忘れることなく、与えられた任期中、上
田市政のために全力を尽くすことをお誓い申
し上げます。 

◆所属会派『新生会』 
 会派とは、市政に同じ考え方や意見を持っ
た議員が集まって作る団体です。新生会は無
所属の議員11名（男性10名、女性1名）の会
派で、年齢層も働き盛りの議員が多く、得意
分野も多岐に渡っているため、幅広い課題に
対し、さまざまな意見を代弁できることが特徴
です。新人議員の意見にも耳を傾けていただ
ける風通しの良さに惹かれて、新生会に入り
ました。 

◆所属委員会『産業水道委員会』 
                   『広報広聴委員会』 
 商工観光部・農林部・上下水道局に関す
る審査を行う産業水道委員会と、市民の
皆さまからのご意見を把握・集約し、議会
の活動内容をお伝えする広報広聴委員会
に所属しています。 
 上田市の産業を元気にし、わかりやすい
政治を心掛けて参ります。 

◆新人議員の自主的な勉強会も定期的に
行っています！ 
 7月8日には上田市第二学校給食セン
ターと丸子学校給食センターを視察し、学
校給食センターの新築統合について考え
る良い機会となりました。久しぶりに配膳も
経験し、いただいた学校給食は、特にレ
バーのから揚げが懐かしく、おいしかった
です。 
 学校給食問題は、子どもの健康と笑顔を
第一に考えた取り組みを進めて参ります。 

 ◆斉藤達也と直接おはなししませんか？ 
 皆さまから市政についてのご意見をお聴きする場として、出前相談会を行っています！ 
 2～3人の少人数でもかまいません。お気軽にお声がけください。 
 連絡先：斉藤達也後援会事務所 TEL 0268-75-0175 E-mail：t.saito.koenkai@gmail.com 



6月定例会で一般質問に立ちました！ 

◆子育て支援 
問 潜在的な待機児童を減らす取り組みは。 

答 （小林健康こども未来部長）今年度４月
時点で２０名確認している。他の園の魅力も
含め丁寧な入園案内に努める。３歳未満児
受入の全体的な取り組みとしては、既存施
設の改修のほか、小規模保育事業の新規
認可を4件行い、さらに地域の子供たちも一

定数受け入れる企業主導型保育所との連携
を図っていく。 
 
問 放課後児童クラブの充実をどう進めるか。 
答 （中村教育次長）児童１人当たり1.65m2

以上を最低限のスペースと考えて、必要に
応じた施設等の整備や改修を図り、子供た
ちにとって快適な環境となるよう対応していく。
保護者の皆さんからの声は、指導員が直接
またはアンケート等からも伺うようにしている。 

◆公共施設のあり方 

問 市庁舎改修、武石地域総合センター事
業について、従来の施設に比べ、ランニング
コストはどの程度削減できるのか。 

答 （神代総務部長）設計段階なので、具体
的な数値の算出には至っていない。市役所
庁舎では、設備導入の考え方としてZEB（ゼ

ロ・エネルギー・ビルディング）を目指してい
る。費用対効果を検討しながら、採用を決定
していきたい。武石地域総合センターでも、
豊かな資源を活用した手法を取り入れなが
ら設計を進めている。建物面積を縮減したこ
とと省エネ性能の高い設備導入により、ラン
ニングコストは大きく削減できるものと考える。 

◆中小企業の人材確保 
問 地元中小企業の魅力を伝える機会は。 

答 （大矢商工観光部長）昨年度からの新た
な取り組みとして、ラインを活用して、各種就
職情報に加え地域のイベント情報等をあわ
せて発信している。オープンファクトリー※も
企業の協力を得ながら進めていきたい。 
 
 
 

問 長野大学を就職の面でも地域に根差し
た大学としていくために、特に拡充を働きか
けてきたカリキュラムは何か。 

答 （柳原政策企画部長）新たな取り組みと
して、地元企業の見学ツアーを試行的に実
施しており、今年度は更に多くの企業を対象
に実施する予定である。 
 

問 自立したいと願う若者への就労支援を
拡充できないか。 

答 （大矢商工観光部長）若者の自立支援
に取り組む侍学園のほか、若者サポートス
テーション・シナノなどとの連携を促進すると
ともに、市就労サポートセンターの充実を
図っていく。 
 

問 移住希望者の就職について、マッチング
の精度を高められないか。 

答 （大矢商工観光部長）紹介する企業の選
択肢を多く用意すること、職歴や希望する職
種の聞き取りをしっかり行うこと、さらに紹介
した後もきめ細かなフォローをしていくことが
重要と考えている。 

斉藤達也後援会の活動 
街頭演説活動を再開し、市政報告や政策などを発信しています 

「中央2丁目交差点」、「上田駅前」などで活動中。 

公式ホームページ「斉藤達也 公式サイト」、アメブロ「上田大好き斉藤達也のブログ！」 
Facebook「上田大好き斉藤達也を応援する会」、「斉藤達也」をご覧ください。 

様々な考え方、意見をお持ちの皆さまとの対話の機会に積極的に参加しています。 

※オープンファクトリー；モノづくりの現場を公開し、
来場者（お客様）に体験してもらう取り組み。 

Webでも活動報告を行っています 

地域の方々との対話を行っています 


